



















世、続いてマクシミリアン二世、ルドルフ二世）の宮廷画家となり、ウィーン 後にプラハで、多く 絵画を描いたほか、イベントのデザインを提供し、優れた素描画を残した。また 博物館に出入りを許され、世
 







たとえば、 『春』 、 『夏』 、 『秋』 、 『冬』の四季連作（一五六三年）や、そ









A Brief Essay on the M
ystery of Creativity 



















跡見学園女子大学文学部紀要 第 53 号 2018 













ものの、たとえば、 『嫁 義母』 、 『兎とアヒル』 、 『ルビ 壺』などの隠







































店、二〇〇八年）では、 「独創」の項に、 「模倣によらず、自分ひとりの考えで独特のものを作りだすこと」 とある。 『日本国語大辞典』 （小学館、一九七五年）を
繙ひもと
いても、 「・・・模倣によらないで、自分の考えで物











































 ‘origin’ の派生的意味は、 「源泉」に




  ‘originality’  という派生語が最初に記録されたのは、一七四二
107






































































































造形美術と音楽との融合（ギリシャ悲劇）を解明しようとした。三者三様、意見は大きく隔 っており まったく要領 得ない 現代でも、哲学的な統一 解などは存在しない有様だ（















































造的進化』 （一九〇七年） では、従来のダーウィン的進化論を批判し、 〈生命は固定化、 空間化を拒むものであり 因果的、 目的的な活動ではなく、予測できないような「生の弾み
、、、、
〈
élan vital 〉 」 （跳躍、三二三頁）によっ
て進化する創 活動である〉 （第３章）という。つまり、神独占だった創造を人間に取り戻した生物学革命に基づ て、生命の創造性を強調した――他方、相対性理論など物理 啓発されて創造性を主張した哲学者は、アルフレッド・ノース・ホワイトヘッド（一八六一―一九四
109














































































「派生的」 ・ 「模倣的」ではなく むしろ「機械的」である（
Philosophy of 
C
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いて当時 功利主義的風潮に反発し 。 Ｍ・Ｈ・エイブラムズによれば、ロマン派の詩人たちは、単に自然 写すのではない、むしろ、詩人自身が「光を放つ光源」 （すなわちランプ）だ、と主張したのである。詩人の光が照らし出したものを鏡 心）が映 。映ったものを表出した結果 詩である（
The M
irror and the Lam
p, pp. 21 ‐













































élan vital 〉 （跳躍）を果たした。旧来の作を熟読玩味した上で、




riting, pp. 124–8 ）――。
 
  



































































































































































































































































































































































































































































































































ngifted, pp. 248–88 〔
263 〕 ） 。ＩＱとはやはり余り関
係がない（
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行： ‘Men’s evil manners live in brass, their 
virtues |  W
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